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１　

条
例
制
定
の
背
景

国
、
地
方
を
問
わ
ず
、
国
民
（
住
民
）
の
代
表
と

し
て
、
そ
の
人
権
と
生
活
を
守
り
、
社
会
公
共
の
問

題
に
取
り
組
む
た
め
の
意
思
決
定
を
行
う
「
政
治
」

の
場
に
、
老
若
男
女
、
で
き
る
限
り
多
様
な
人
材
が

参
画
し
、
多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
特
に
女
性
の
政
治

参
画
に
お
い
て
、
我
が
国
は
、
諸
外
国
に
比
べ
大
き

く
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の
選
挙
に
お
い
て

男
女
の
候
補
者
の
数
が
で
き
る
限
り
均
等
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
た
「
政
治
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
30
年

法
律
第
28
号
）」（
以
下
「
政
治
分
野
男
女
共
同
参
画

法
」
と
い
う
。）
が
令
和
３
年
６
月
に
改
正
さ
れ
、

男
女
を
問
わ
ず
、
立
候
補
や
議
員
活
動
が
し
や
す
い

環
境
整
備
や
マ
タ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
等
へ
の
対
応
等

に
関
し
必
要
な
施
策
を
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
義

務
付
け
る
等
、
そ
の
責
務
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
必
要
な
施
策
と
し
て
例
示
さ
れ
た
の
が
、
防
止
研

修
の
実
施
と
相
談
体
制
の
整
備
で
す
。

こ
の
法
改
正
と
と
も
に
地
元
紙
が
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

議
会　

女
性
１
割
の
厚
い
壁
」（

（
（

と
題
す
る
連
載
記
事

で
本
県
南
部
Ｔ
市
の
議
会
に
お
い
て
初
当
選
し
た
女

性
議
員
に
対
す
る
男
性
議
員
か
ら
の
執
拗
な
パ
ワ
ハ

ラ
「
口
撃
」
の
事
例
や
福
岡
都
市
圏
の
選
挙
に
立
候

補
し
た
女
性
へ
の
有
権
者
か
ら
の
セ
ク
ハ
ラ
事
例
な

先進・ユニーク条例【解説】

　福岡県は、福岡県における議会関係ハラス
メントを根絶するための条例を制定した（条
例第30号として、令和４年7月5日公布、令
和５年1月1日施行（ただし、第５条第２項
及び第３項並びに第６条から第11条までの
規定は、令和５年４月１日から施行）。
　都道府県議会でのハラスメント防止に関す
る条例は全国初。県内全ての地方議会におい
て議員によるハラスメント、議員若しくは議
員となろうとする者に対するハラスメントの
根絶を目指していく。

ど
多
数
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
を
紹
介
し
た
こ
と

が
、
本
県
議
会
が
政
治
分
野
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
問
題
に
取
り
組
む
契
機
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
９
月
議
会
で
は
、
法
改
正
の
趣
旨
や
報

道
を
踏
ま
え
、
こ
う
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
を
人

権
問
題
と
捉
え
て
知
事
や
執
行
部
の
認
識
と
対
応
を

問
う
質
疑
が
本
会
議
の
代
表
質
問
や
所
管
の
常
任
委

員
会
、
さ
ら
に
決
算
特
別
委
員
会
で
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
議
論
を
通
じ
て
、
地
方
議

員
を
対
象
と
し
た
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
調
査（

（
（

が
明
ら
か
に
し
た
、
今
も
な
お
様
々
な
形
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
が
多
発
し
、
性
別
を
問
わ
ず
公
平
な
政

治
参
画
へ
の
機
会
と
地
方
議
員
と
し
て
の
活
動
を
阻

害
し
て
い
る
実
態
に
関
す
る
認
識
が
、
本
県
議
会
の

福岡県

福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関
係

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例

福
岡
県
議
会
事
務
局
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検
討
会
議
で
議
論
を
重
ね
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
市
町
村
議
会
へ
の
意
見
照
会
を
経
て
、
令
和
４
年

６
月
議
会
に
お
い
て
、「
福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関

係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例
」
が
議

員
提
案
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
４
年
７
月
５
日

公
布
）。

３　

条
例
の
概
要

本
条
例
は
、
全
12
箇
条
の
簡
素
な
つ
く
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
前
例
の
な
い
試
行
的
な
意
味
合
い
も
強

い
条
例
で
す
か
ら
、柔
軟
な
運
用
が
可
能
な
よ
う
に
、

詳
細
は
別
途
制
定
す
る
細
則
に
譲
り
、
骨
格
だ
け
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
規
定
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
本
条
例
が
対
象
と
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
定

義
（
第
２
条
）

本
条
例
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
定
や
県
議
会

の
対
応
策
等
も
規
定
し
て
い
る
た
め
、
法
よ
り
も
踏

み
込
み
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
を
試
み
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
実
情
を
踏
ま
え
、
本
条
例
は
、
法

が
定
め
る
マ
タ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
に
加
え
て
パ
ワ
ハ

ラ
そ
の
他
広
義
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
相
手
方
に
対
す

る
誹
謗
中
傷
等
の
嫌
が
ら
せ
行
為
）
も
対
象
と
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
活
動

に
対
す
る
正
当
な
批
判
を
封
じ
る
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
憲
法
が
保
障
す
る
思
想
の
自
由
、
表
現
の
自

中
で
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、一
連
の
議
会
質
疑
へ
の
答
弁
を
踏
ま
え
て
、

県
は
、
報
道
さ
れ
た
Ｔ
市
議
会
の
事
案
の
被
害
者
か

ら
人
権
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
、
法
務
局
の
人
権

相
談
・
救
済
制
度
及
び
県
弁
護
士
会
の
人
権
救
済
制

度
に
仲
介
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
、
関
係
者

の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
し
た
。

ま
ず
、
法
務
局
は
、
検
討
の
結
果
、
議
会
活
動
に

は
関
与
で
き
な
い
と
の
結
論
に
な
り
、
弁
護
士
会
も

多
数
の
事
案
を
抱
え
、
本
事
案
の
着
手
に
は
数
年
を

要
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
と
本
県
議
会
に
は
女
性
議
員
が

い
な
い
会
派
も
多
い
と
い
う
現
状
へ
の
危
機
感
か

ら
、
本
県
議
会
の
主
要
４
会
派
（
交
渉
会
派
）
の
間

で
、
既
存
の
制
度
に
頼
ら
ず
、
県
議
会
自
ら
が
政
治

分
野
（
議
会
関
係
）
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
取

り
組
み
、
女
性
や
若
い
世
代
の
方
等
、
誰
で
も
公
職

を
目
指
し
、
政
治
に
直
接
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
の
議
論
が
高
ま
り
ま
し
た
。

２　

制
定
ま
で
の
経
緯
と
条
例
の
必
要

性そ
こ
で
、
ま
ず
、
令
和
４
年
３
月
10
日
、
性
別
を

問
わ
ず
誰
も
が
平
等
に
、
相
互
の
人
権
を
尊
重
し
て

公
職
に
も
就
任
で
き
る
よ
う
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根

絶
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、「
当
議
会
は
、

本
県
に
お
け
る
地
方
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根

絶
を
決
意
し
、
自
ら
率
先
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶

に
向
け
た
取
組
を
定
め
る
条
例
の
制
定
を
目
指
し
、

広
く
県
内
の
各
地
方
議
会
に
対
し
て
も
、
連
携
し
た

取
組
を
呼
び
か
け
る
」
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

本
決
議
で
議
員
提
案
条
例
の
制
定
を
目
指
す
と
宣

言
し
た
理
由
は
、
次
の
点
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
当
然
の
こ
と
と
認
識
さ
れ
て
い
て
も
未
だ

実
現
で
き
な
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
は
、
理
念

だ
け
で
は
な
く
、明
確
な
ル
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
が
、

現
職
の
議
員
が
当
事
者
と
な
る
問
題
で
あ
り
、
議
会

の
自
律
権
を
守
る
た
め
議
会
自
身
が
そ
の
ル
ー
ル
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
へ
の
対
応
は
、
議
員

の
身
分
に
も
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に

外
部
の
利
害
関
係
者
も
存
在
し
う
る
た
め
、
ル
ー
ル

の
公
平
・
公
正
か
つ
客
観
的
な
運
用
を
担
保
す
る
観

点
か
ら
、
議
会
内
部
の
規
程
で
は
な
く
条
例
が
適
切

と
考
え
ら
れ
た
こ
と
。

さ
ら
に
、
県
内
各
地
方
議
会
に
も
連
携
を
呼
び
か

け
る
と
し
た
の
は
、
Ｔ
市
議
会
の
事
案
等
へ
の
対
応

を
可
能
に
す
る
と
い
う
所
期
の
目
的
に
加
え
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
、
意
識
や
風
土
、
文
化
に
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、県
議
会
だ
け
の
取
組
で
は
根
絶
で
き
な
い
、

県
内
の
政
治
に
関
わ
る
全
て
の
人
に
、
そ
の
根
絶
を

訴
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
思
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
決
議
を
踏
ま
え
、
本
県
議
会
に
常
設
の
会
派

間
の
協
議
・
検
討
の
場
で
あ
る
議
員
提
案
政
策
条
例

先進・ユニーク条例
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由
等
に
配
慮
し
て
も
、
な
お
、
一
般
に
許
さ
れ
る
限

度
を
超
え
る
も
の
に
限
る
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
県
議
会
議
員
等
の
責
務
を
規
定
（
第
３
条
）

県
議
会
議
員
及
び
県
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る

者
に
は
、
そ
の
職
に
ふ
さ
わ
し
い
高
い
倫
理
観
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
等
を
自
覚
し
て
自
ら
の
言
動
を
律
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
な
る
言
動
は
当
然
、
そ
の
疑
い
を
持
た
れ
る

よ
う
な
言
動
も
慎
む
こ
と
を
求
め
る
趣
旨
で
す
。
一

方
、
議
員
の
支
援
者
や
有
権
者
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
票

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
県
民
に
も
、

本
条
例
の
趣
旨
の
理
解
と
本
条
例
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
根
絶
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

（
３
）
県
議
会
議
員
及
び
市
町
村
議
会
議
員
等
に
対

す
る
研
修
の
実
施
を
規
定
（
第
４
条
）

改
正
政
治
分
野
男
女
共
同
参
画
法
が
地
方
公
共
団

体
に
も
義
務
付
け
て
い
る
研
修
の
実
施
を
議
長
の
義

務
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
議
会
と
の
連
携
規
定

（
第
10
条
）
に
よ
り
、
市
町
村
議
会
の
議
員
と
職
員

対
象
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
も
議
長
に
求
め
て
い

ま
す
。
全
て
の
地
方
議
会
に
取
組
を
広
げ
る
趣
旨
と

小
規
模
な
市
町
村
で
は
独
自
の
研
修
が
困
難
な
こ
と

に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

（
４
）
第
三
者
機
関
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談

体
制
等
に
つ
い
て
規
定
（
第
５
条
～
第
９
条
）

こ
れ
ら
の
規
定
が
本
条
例
の
核
心
で
す
が
、
市
町

村
議
会
と
の
連
携
の
た
め
、
市
町
村
議
会
又
は
そ
の

選
挙
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
つ
い
て
も
、

市
町
村
議
会
（
議
長
）
又
は
そ
の
議
員
か
ら
の
相
談

を
受
け
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
第
10
条
第
３

項
～
第
５
項
）。

そ
の
結
果
、
本
条
例
が
対
象
と
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
事
案
の
当
事
者
（
被
害
の
申
立
人
と
被
申
立
人
）

の
関
係
は
、
次
表
の
よ
う
に
整
理
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
規
定
を
運
用
す
る
前
提
と
し
て
、
議
長

は
、
弁
護
士
そ
の
他
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
関
す
る

専
門
的
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者
数
名
（
５
～

６
名
）を
相
談
員
に
委
嘱
し（
第
三
者
機
関
の
設
置
）、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
の
申
立
人
が
被
害
の
継
続
や
再

発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
相
談
員
に
は
県
議
会
か
ら

委
託
料
を
支
払
い
、
相
談
者
の
費
用
負
担
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

相
談
の
具
体
的
な
流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

相
談
者
が
相
談
者
向
け
に
開
設
し
た
専
用
電
話

回
線
若
し
く
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、

又
は
議
会
事
務
局
を
訪
問
。
→
議
会
事
務
局
の
担

当
職
員
が
仲
介
し
、
相
談
員
と
の
面
談
日
時
を
調

整
（
相
談
場
所
は
相
談
員
の
事
務
所
が
基
本
）。

②　

議
長
が
指
定
し
た
法
務
事
務
担
当
の
職
員
（
指

定
職
員
）
が
相
談
概
要
を
聴
取
し
、
受
付
票
に
整

理
・
記
録
。
→
相
談
員
に
引
継
ぎ
。

③　

相
談
当
日
も
指
定
職
員
が
同
席
し
記
録
係
を
務

め
る
。

④　

相
談
者
退
出
後
、
相
談
員
と
対
応
を
協
議
。
→

必
要
な
範
囲
で
相
談
員
と
事
実
関
係
の
調
査
を
実

施
し
、
議
会
関
係
の
情
報
を
提
供
す
る
等
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
認
定
を
補
助
。

⑤　

④
を
踏
ま
え
、
相
談
員
が
相
談
者
に
連
絡
し
、

相
談
員
単
独
で
助
言
実
施
（
助
言
へ
の
県
議
会
の

関
与
を
疑
わ
れ
な
い
よ
う
指
定
職
員
は
関
与
し
な

※　本条例で「県議会議員になろうとする者」とは、公職選挙法（昭
和25年法律第100号）第86条の４第１項の届出をした候補者だけでは
なく、対外的に県議会議員に立候補する意思を表明したり、何らか
の客観的事実により候補者となろうとしている（た）と認定できる
者を含む趣旨です。なお、市町村議会の事案では、このような認定
が困難であること等から、「なろうとする者」は対象としていません。

類型 相談者（申立人） 被申立人（申立人がハラスメン
ト加害者とする者）

A 県議会議員 県議会議員

B 県議会議員になろうとする者 県議会議員

C 県議会議員 支援者、有権者等（県議会議
員になろうとする者を含む。）

D 県議会議員になろうとする者 支援者、有権者等

E 市町村議会議員 市町村議会議員

F 市町村議会議員 支援者、有権者等
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経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
国
別
に
男
女
格
差
を
指
数
化
し

た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２
０
２
１
」
で

日
本
は
世
界
１
５
６
箇
国
中
１
２
０
位
に
位
置
付
け

ら
れ
る
な
ど
、
世
界
標
準
か
ら
か
け
離
れ
、
非
常
に

遅
れ
て
い
る
現
状
を
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
議
会
と
皮
肉

に
表
現
し
た
も
の
。

（
２
）
令
和
２
年
度
の
全
国
か
ら
抽
出
さ
れ
た
１
１
４
４

の
地
方
議
会
の
男
女
議
員
１
万
１
０
０
人
に
対
す
る

調
査
と
立
候
補
を
検
討
し
た
が
断
念
さ
れ
た
方
９
９
４

人
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
議
員
全
体
の
42
・
３
％
、

男
性
の
32
・
５
％
、
女
性
の
57
・
６
％
が
、
有
権
者
や

支
援
者
、
議
員
等
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
受
け
、

立
候
補
を
断
念
さ
れ
た
方
全
体
の
61
・
８
％
、
男
性

の
58
・
０
％
、
女
性
の
65
・
５
％
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
を
受
け
た
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３

年
10
月
に
男
女
共
同
参
画
局
が
開
設
し
た
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
例
投
稿
サ
イ
ト
に
は
、
全
国
の
地
方
議
会
議

員
か
ら
、
議
員
活
動
や
選
挙
活
動
中
に
有
権
者
や
議

員
等
か
ら
実
際
に
受
け
た
又
は
見
聞
き
し
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
事
例
が
、
１
箇
月
間
で
１
３
２
４
件
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
定
の
程
度
に
よ
り
、「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
疑
い
が
強
い
の
で
、
以
後
ご
注
意
く
だ

さ
い
」
と
の
注
意
喚
起
か
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当

す
る
の
で
、
以
後
は
同
様
の
行
為
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
の
不
作
為
請
求
か
を
選
択
す
る
。

い
）。

以
上
が
基
本
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。

（
５
）
県
議
会
に
よ
る
防
止
措
置

類
型
Ａ
及
び
類
型
Ｂ
の
事
案
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
認
定
さ
れ
た
場
合
、
本
県
議
会
の
運
営
の
支

障
と
な
り
、
あ
る
い
は
県
民
の
信
頼
を
傷
つ
け
る
事

態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
相
談
員
か
ら
報
告
を
受
け
た
議
長
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
行
っ
た
議
員
に
対
し
、
そ
の

継
続
等
を
防
止
す
る
措
置
と
し
て
、「
注
意
喚
起
」

又
は
「（
継
続
／
再
度
）
し
な
い
こ
と
の
求
め
」（

（
（

を

行
い
、
後
者
の
措
置
に
従
っ
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、
更
に
「
勧
告
」
等
も
行
う
旨
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、勧
告
に
も
従
っ
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

最
終
的
に
は
「
事
実
の
公
表
」（
な
お
、
氏
名
の
公

表
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。）も
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
類
型
Ｄ
～
類
型
Ｆ
の
事
案
は
、
基
本
的
に

県
議
会
の
運
営
等
と
の
関
わ
り
は
な
く
、
当
該
議
員

の
個
人
的
な
問
題
と
い
え
る
た
め
、
議
長
に
よ
る
防

止
措
置
の
対
象
外
で
あ
り
、
相
談
員
の
助
言
に
と
ど

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
類
型
Ｃ
の
事
案
も
通
常
は
同
様

に
個
人
的
問
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
事
案
に
よ
っ

て
は
県
議
会
と
し
て
の
対
応
が
必
要
に
な
る
場
合
も

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

４　

今
後
の
取
組
及
び
課
題
と
展
望

令
和
５
年
４
月
１
日
の
全
面
施
行
に
向
け
て
、
現

在
、
弁
護
士
等
の
選
任
と
委
託
条
件
の
調
整
を
進
め

て
お
り
、
ま
た
、
条
例
を
補
完
す
る
細
則
の
制
定
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
本
条
例
の
成
否
の
鍵
は
、
相
談
体
制
へ

の
信
頼
の
確
保
と
市
町
村
議
会
等
の
関
係
者
の
協
力

の
有
無
が
握
っ
て
お
り
、
本
条
例
の
趣
旨
と
意
義
の

周
知
徹
底
が
不
可
欠
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
条
例
で
は
議
員
対
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
検
討
会
議
で
は
対
象

と
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
誰
で
も

公
職
を
目
指
せ
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
す
本
条
例

の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
や
議

員
対
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
そ
の
職
員
が
担
当
す

る
業
務
に
関
し
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
執
行
部

が
組
織
的
に
対
応
す
べ
き
問
題
で
あ
っ
て
、
本
条
例

の
相
談
窓
口
制
度
で
は
か
え
っ
て
職
員
を
守
れ
な
い

可
能
性
が
あ
る
と
の
意
見
を
考
慮
し
、
議
員
対
職
員

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

注（
１
）
女
性
議
員
の
割
合
は
衆
院
９
・
９
％
、
参
院
22
・

９
％
、
地
方
議
会
は
２
０
２
０
年
12
月
末
時
点
で
14
・

５
％
（
九
州
７
県
で
は
10
・
７
％
）
に
留
ま
り
、
世
界

先進・ユニーク条例


